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ミヤイリガイ（Oncomelania nosoρhora）の棲息地とその

殺滅のためのコンクリート化溝渠の管理状況の調査

小宮 義孝

国立予防衛生研究所寄生虫部 ー

（昭和34年 7月24日受領）

日本住血吸虫症の予防対策としては，その媒介者たる

ミヤイリガイ（Oncome lani'a nosoρhora）の撲滅が，そ

のもっとも根本的な方法であるととは云うまでもない。

ミヤイリガイの撲滅に関しては，その理化学的な殺員方

策と，その棲息地の環境改変による方策とがあるが，そ

の後者はもっとも基本的な，有力な撲滅方法である。

本邦においては環境改変による岡県の撲滅の具体的な

方法として，岡県の主たる棲息環境である水田の濯概用

溝渠のコンクリ ー ト化が， 行政的にも実行されつつあ

る。潅概用溝渠のコンクリ ー ト化が岡県の撲滅手段にな

りうるととに初めて着目したのは岡部（1938）てある。

同氏は佐賀県旭村には当時諸所に，コンク リートの用水

路を見，その附近にはミヤイリガイの存在しないととを

知り，岡県の撲滅のためにはその棲息地をコ ンクリート

化するととが最善と思われることを提唱している。なお

同氏とは独立に佐々木は山梨県において，ミヤイリガイ

棲息地のコンクリ 」イ化を1948年以来提唱しきたってい

る （イ左々木， 1958）。

以来ミヤイリガイの主たる擾息地売る水田潅獄用溝渠

のコンクリ ート化は，政府当局により1951年以来行政の

線にのせられ，化学的な殺員方策と相ならんで，住血吸

虫予防の最も重要なる方策として，計劃的に推進せられ

つつある。

が，かような溝渠のコンクリ 」ト化のーの重要な目的

は，そのコンクリ ー ト化により同貝の棲息，繁殖に必要

な泥土，草生を皆無ならしめ，もって同貝の棲息，繁殖

を阻止せんとするにある。したがって構築されたコンク

リート化溝渠の管理という問題は，その有効性を発揮せ
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しめる上にとって，きわめて重要なこととなる。

以下は，本邦における日本住血吸虫病の流行地たる佐

賀，福岡，広島，岡山等の諸県において，1）ミヤイリ

ガイ棲息地， とくにその接息溝渠の状態，2）棲息溝渠

のコンクリート化の状態， 3）コンクリ ー ト化溝渠の管

理状況等を中心テーマとして上記各県の状況調査の結果

を述べ，あわせて右に関連して今後におけるミヤイリガ

イの撲滅対策に関して若干の検討を加えたものである。

なお右の調査は，1958年6月下旬より11月にわたって

行なわれたものである。

調査の結果

a) 佐賀県における状況

佐賀県におけるミヤイリガイの棲息地は，従来のそれ

は行政的には現在の鳥栖市に悉く r合併されており，その

面積は凡そ2,058町歩であったが，昭和28年水害により

北茂安村（453町歩〉の一部の地区に，新にミヤイリガ

イの棲息地が見出され 〈阿部，i953）テまた昭和33年，と

れに接続する三根村の右とほ三同面積の筑後川下流地帯

に新にその棲息地が発見された。

1. ミヤイリガイの，棲息地

佐賀県におけるミヤイリガイの棲息地は大別して以下

4つの型に牙げるととができる。

イ〉潅獅用溝渠の縁辺 ：cれは住血吸虫蔓延地のいた

るととろに見うけられる潅瓶および排水用の溝渠であっ

て， ・cの大部牙はコンクリ ー ト化の対象となっている

が，大型のものは必ずしもそうでない。

ロ〉クリ ークの縁辺 ：佐賀県には人工的に造られたと

思われるいわゆるクリークが存在するが，昭和33年度新

にミヤイリガイの発見された三根町の 1部の同貝の棲息

地は，かようなクリ ーク様の小川の両岸の沿縁地帯であ

る。おそらく佐賀県同病蔓延地域におけるとの種のク リ
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ークの沿縁は一帯にその棲息地となる可能性がある。

ノ＼〉未開発沼沢地帯 ：との型のもっとも著切なる例

は，鳥栖市安良川沿岸の沼沢地帯の通称「柳原」と称す

る面積数町歩におよぶ沼沢地帯である。 Cの沼沢地帯は

周辺を水田をもって固まれ，温暖期の候は，ここに「マ

ムシ」が棲息するとの故をもって，人は恐れてその内部

に立ちいらない。しかしその周辺部分にはミヤイリガイ

の棲息が認められ・ているので，おそらくその内部にも同

員は棲息していると思われる。また，同市地域内の通称

「八反沼Jと称する沼沢地帯にも，同貝の棲息が認めら

れている。 ζ れらの地域に対しては，それがいわゆる

「公益性稀薄」なる理由と，財政上の理由とのため，従

来は化学的な方法による殺員工作は行なわれていない。

以上は佐賀県におりる沼沢地帯の代表的なものである

が，岡県には右のほかに，特に筑後川堤防よりの部牙，

および旧筑後川沿いに多数の類似の小規模のものが存在

してし、る。

ニフ筑後川の河原草原湿地帯 ：筑後川および旧筑後川

の堤防内の河原草原湿地帯は一帯にミヤイリガイの好適

棲息地を形成している。

現花においては，水田聞を流れる潅瓶用溝渠の縁辺

は，そのコンクリート化の完成と未完成とを問わず，年

々化学的殺貝を施行しつあるので，同棲息地の同員の棲

息密度はきわめて低下している。が，後述のように，と

の河原草原湿地帯のその棲息密度は，現に概してい5じ

るしく大きい。

2. 溝渠コンクリート化の状況

佐賀県における溝渠のコンクリート化計劃間数は，昭

和33年にミヤイリガイの発見された三根村地区を除い

て，延103,600間，右のうち昭和32年度までコンクリー

ト化した間数は5,500問，予定の約 5%強にすぎない。

木県においては，溝渠コンクリート化の優先基準は，

昭和 30年1月9日県衛生部長発の優先基準にもとづい

て，次のように決められている。

設置場所の撰定：設置場所の撰定に当つては，なるべ

く次の基準によるとと。

イ．水流関係は上流。

ロ．ミヤイリガイの接息数の多いととろ。

ノ＼ミヤイリガイのセルカリアの寄生率の高いとこ

ろ。

ニ．薬剤による殺貝の困難なと乙ろ。

ホ．一連の溝渠のうち，その場所を改良することによ

って他部のミヤイリガイ撲滅に影響を与えるとと
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ろ。

へ．将来耕地整理て変更にならないとζ ろ。

ト．コンクリート化路の幅員がlm 以下のところ。

チ．部落内および民家周辺は原則として認めない。

以上の基準は，大体においてミヤイリカ寸撲滅対策上

妥当と思われるが，現実におけるコンクリート化の進渉

状況は，必ずしも右の基準どおりには行なわれていなし、

ょうである。

3. ミヤイリガイの棲息状況

既コンクリート化した溝渠，および未コンクリ」ト化

溝渠であっても殺員剤を撒布しつつある溝渠にあって

は，近年ミヤイリガイは急速に減少しつつあり，私たち

の調査時，ところみに北茂安村豆津附近の既コンクリー

トイヒ溝渠（との溝渠の管理状況は必ずしも良好てなかっ

た〉て試験的に，約数名て10牙間員を探してみたが， 1

コのそれをも認めえなかった。とれに反して筑後川河原

草原湿地帯におい℃は， 10牙聞の採集て l人当りそれぞ

れ32コ，35コおよび37コと，前者にくらべて格段の大な

る棲息密度を示していた。

4. コンクリート化溝渠の管理状況

コンクリート化された溝渠の構築年月の新しい毛の

〈構築1～ 2年以内〉，溝渠内の水流辿度のやや大なるも

のく流速 0.4～0.5m/sec以上〉にあっては，自然的に

溝渠内の清潔は保たれ，おおむねその設立の目的にかな

っているが，然らざるもの，とりわけ民家，公道などに

隣接したものは，おおむねその管理状況が不良てあっ
T~ ＂、。

いまところみに，その不良なる 1例として，北茂安本寸

豆津地区の民家附近のコンクリート化溝渠について.. tの

管理状況の調査の結果を摘記すれば，おおむね次のどと

くであった。

イ） cの地区は平担であり，かつ溝渠は民家に接して

おり，ために水流はきわめ七かんまん，ないしt停たいし

ており，溝底には泥土が約 1～ 3cmないしそれ以上の

厚さに堆積していた。

ロ〉溝の中には，枯草，じやり，小。石，瓦などの投げ

とまれているものが多く ，また紙，人家使用器具の破片ー

などが，投棄されたままになっていた。

ハ〉堆積した泥上の問の水たまりには，アオミ iごむな

どの藻類，およびセムホタルグサ，カヤツリグサ，タ

ガラシ，ギシギシその他禾木科植物などが，その底面な

いし沿辺に繁っている場合も多かった。

エ〉ポーフラが群をなして密生している場所も少くな
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，かった。

b) 福岡県における状況

ζ こではミヤイリガイの棲息地は，現在ては相離れた

2地帯に骨れている。一つは佐賀県必栖地方の同貝棲息

地に接続する筑後川の流域地帯であって，行政的には久

留米市，北野町（宮ノ陣を含な〉，小野町および太万洗町

の西辺の 1部を含む一帯の地域，他の一つは，甘木市，

太万洗町および三輪村にわたる一帯の地域であって，そ

の分布面積は約3,900町歩にわたっている。

1. ミヤイリガイの棲息地

木県における同員の棲息地も，佐賀県のそれと向。く

4群に大別するととがきるが，上記長子類のくハ〉未開拓

沼沢地帯は佐賀県におけるよりも，はるかにその比重が

ィ、さし、。

イ〉潅獄用溝渠の縁辺 ：との型の棲息地が本県におい

ては圧倒的に多い。本県における同貝棲息溝渠存在地区

の地形は，その佐賀県よりの一部を除いて，おおむねや

や傾斜を有し， したがって大部の溝渠は，その内部の水

流は可なりの流速を有している。 ζれはとりわけ甘木地

方のそれらにおいて特徴的て，地形的にはそれらは山梨

県の住血吸虫流行地域のそれと近似している。

た三し、溝渠のコンクリ ート化からは，やや大型の溝渠

ないし小川は，それらが「公共性に乏しい」という理由

て，除外されている。しかしこれらの水流の縁辺にも同

貝の棲息が認められており，またはその棲息の可能性が

あるととは注目に価する。

ロ〉クリークの縁辺：クリークはこの地帯には比較的

稀てあるが，前記イ〉の小川ないし排水用水路のなどが

乙れに該当する棲息地を提供している。との型の棲息地

は，佐賀県のそれらと同じく ，コンクリ ート化の予定中

には組入れていない。

ハ〉未開発沼沢地帯 ：との型の棲息地の孝子在は，佐賀

県におげるよりは稀てはあるが，たとえば甘木市平塚，

馬岡地区などには，水田の中にかような未開拓沼沢地帯

が残存しているのが認められ，この地帯に同貝の棲息が

たじかめられている。かような地帯は殺貝を施行してい

るのは少い。

エ〉筑後川の河原草原湿地帯：筑後川および旧筑後

川の草原湿地帯がミヤイリガイの好適棲息地であること

は，佐賀県の場合と全く同様である。

2. 溝渠コンクリート化の現状

木県における棲息地溝渠間数は， 240,5~6 間て、あって

既コンクリート化間数は昭和32年末 18,663聞で，総溝
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渠の約 8%弱にすぎない。た三し本県におけるコンクリ

ート化方針と して，まづ壬の最有毒地たる久留米市内の

長戸石および合森野部法より着手し，之はおおむねて事

完成している。ついて甘木市，宮の陣部落が日下工事進

捗ちゅうで（甘木市は約20%，宮の陣は内大社部落約30

%，五郎丸部落は約31%既設〉ある。その他の地区は如

上の地区のその完成後に着工の予定である。なお現に工

事進行中のものも，その一角より逐次完成の計画どおり

に進行しつつあり，・cの進行計画もおおむね妥当なる線

に沿って立案されている。また溝渠コンクリート化の基

準は，佐賀県におりるをれと同ーである。

4. ミヤイリガイの棲息状況

コンクリート化した溝渠内および未工事溝渠の薬剤撒

布区域にあっては，同貝の存在はきわめて稀薄化してお

り，とりわけ前者にあっては，余らの調査した範問ては

同貝を認めるととはできなかった。また未コンクリート

化溝渠においても，余らの調査した時期が，たまたま殺

貝作業実施後約2ヶ月余を経過したのみの時期であった

ためか，短時間の調査においてはとれを検出するにいた

らなかった。

しかし昭和33年4月，殺貝直前，久留市大石地区内の

未コ ンクリート化溝渠にあっては，延人員約 300人， 約

2 時間の調査で，約加o~の同貝を採集 (1 人10牙当り

約 0.5コ〉しえたという。

5. コンクリート化溝渠の管理状況

福岡県地区における溝渠コンクリート化のおおむね完

了した地区は，久留米市内長門石，小森野両部落てある

が，Cの両地区の溝渠の管理状況はおおむね良好て、あっ

た。が，なかには若干，水草の溝渠内に生成するものが

認められた。

宮の陣地区にあっては，コンクリート化工事は大杜，

五郎丸地区にあってはおおむね30%の進捗率を示してい

るが，この地区の管理状況もおおむね良好であった。

甘木地方においては甘木市かとの進捗率約20%に達し

ているが， Cの地方の地形は，山梨県同員棲息地帯のそ

れに酷似し，水団地帯においてもある程度の傾斜を有し

ている。したがってまた溝渠内の水流の流辿はややいち

じるしく 〈秒速 0.4～0.5mv（：達すると乙ろが多い〉，そ

の故もあってか，コンクリ ート溝渠の管理状況は大体に

おいて良好である。ただしたとえば草水地区の一部にお

いて見られたように，コンクリート溝渠の壁面の一方が

田甫の小路に直続しており，かっ路表土面が壁の上縁よ

り高く作られてあるため，小路縁辺の草が溝渠内にたれ
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下っている状況の認められたものがある。

c) 広島県における状況

広島県におけるミヤイリガイ棲息地帯は，現在ては福

山市，神辺町および駅家町などの行政区劃内に含まれ

ており，主として高屋川，賀茂川の流域を中心とする約

900町歩にわたる域であったが，昭和31年度の調査によ

り，その棲息地帯が約20%c 4団地区横尾附近，神辺地

区の福塩線沿いの地域および御野地区の岡県県境よりの

部〉拡大しているととが判明した。

1) ミヤイリガイの棲息地

本地方におけるミヤイリガイの棲息地は，主として潅

瓶用の大小の溝渠の縁辺に局限されており，たとえば佐

賀県において見られるがごとき沼沢地帯，クリークの縁

辺におけるその棲息等は認められない。けだし現在にお

いては同貝の接息に適した沼沢地帯，クリークなどが存

在していないためであろう。た三し古代においては木地

域もまた一帯の湖沼ないし沼沢湿地帯であったろう ζ と

は，現在この地帯，とりわけ村辺町湯田地区などに残存

している大小の池沼くそのあるものは現在養魚場となっ

ている〉の存在，および藤井好直記の「片山記Jの記述

よりも，とれを察知することができる。思うに太古にお

いては，木地方にあってもミヤイリガイの本来の棲息地

は沼沢湿地帯であったものが， l史耕の発達とともに現在

において見られるように，その棲息にたいして人為的な

撹乱の少い潅瓶用溝渠の縁辺に局限されるにいたったも

のであろう。

なお高屋川の縁辺および河床草原地帯には，筑後川に

おけるようにミヤイリガイの棲息は認められない。けだ

し同河川の河床がその棲息に適するような低湿地帯を形

成していないからであろう。

2) 溝渠コンクリート化の現状

木県における溝渠コンクリート化の現状は，同予定溝

渠のべ延長約 60,000聞にたいして，昭和32年度までに

その約25%の進捗率を示している。従来本県における溝

渠のコンクリート化は約50%に達していると信じられて

いたが，とれは従来要工事化間数の申請が実際にコンク

リート化の必要を認める間数の約半数 c28,000問〉の

みに止っていた事情にもとづくものである。

木県にあっとは，溝渠コンクリート化について，たと

えば佐賀，福岡の両県におけるような一定基準の設定は

ない。各部落などの経済的負担力の如何，溝渠の基準割

当額等によって，実行可能な地区から逐次着工しつつあ

る状況である。

〔寄生虫学雑誌 ・第 8巻 ・第 6号

3. ミヤイリガイの棲息状況

余らの調査時にあっては，コンクリート化溝渠におい

ては，一般に同貝を認めるととはできなかった。また未

コンクリート化溝渠においても，一般にミヤイリガイを

認めがたく，殺貝作業励行の効果はかなり発揮されてい

るようである。たとえば調査時 (7月2日う向上地区の

未コンクリート化溝渠における調査の結果によれば， 1 

人10分間の採集てようやく 1コを採取しえた程度の棲息

状況であった。

4. コンクリート溝渠の管理状況

本地方における既コンクリート化溝渠の管理状況は，

良好なるところも多いが，またしばしばその不良な箇所

もあった。いまその不良なものについて 2～3ぎ例示す

れば次のごとくである。

イ〉神辺町湯野地区の 1事例：〈この溝渠は水流はほと

んど認められず，したがって、溝内水は停滞していた。底

面には約 l～ 2cm以上の土砂の堆積があり，溝内には

アオミドロ，タデ，セリ，エピモなどが叢生しており，

またコンクリート壁の北面には蘇苔類の叢生が認められ

た。

ロ〉御幸地区の1事例： ζの溝渠の上流はやや流速あ

るも，その下流は流速かんまんで，溝底には約 2～3cm

の泥土の堆積あり，エピモが水底より生成しているのが

水流中に見うけられ，またカワニナが族生してコンクリ

」ト壁画に附着しているのが認められた。

ノ＼〉樹］幸地区中津原の 1事例：調査時現在溝底面には

泥土約 1cmの堆積あり，水流はきわめてかんまん，ヒ

メモノアラガイの群生が認められた。

d) 岡山県における状況

本県におけるミヤイリガイの棲息地は，広島県神辺町

に隣接する高屋町地区の高屋川に囲まれている西代地区

は中心とする約 130町歩の地区であって，本地方ては日

本住血吸虫症はー名「西代病Jと呼ばれていた。

本地区における住血吸虫病の発見は明治 42年である

が，ミヤイリガイは大正 9年にはじめてその棲息が確め

られた。しかるにその後大正 9年以後昭和29年頃までに

はその棲息は確認されておらず，たまたま昭和 30年11

月，椋烏住血吸虫の中間宿主たるヒラマキモドキ採集中

に，ふたたび同貝が西代地区より検出されたという歴史

を有している。

本地方における現在のミヤイリガイ棲息地は高屋町の

西代地区をも含む広島県境に接した面積約 130町歩の地

域て，要コンクリート化溝渠の延長は約5,843間，現在
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ては約その20%がコンクリート化されている。

本地区におけるミヤイリガイの棲息地は，広島県にお

けるとほど同様，主として潅瓶用溝渠の沿縁であるが，

本地区にあっても，その本源的棲息地と見なされうる未

開発沼沢地域は，小規膜ながら存在している。

なお，木地区においては，日本住血吸虫保卵者ないし

患者は最近は見出されていない。まだコンクリート化溝

渠の管理状況は，その建設年次のきわめて新しいため

か，おおむね良好であった。

考察

1. ミヤイリガイの木源的棲息地

以上の調査によって明かなように，本邦におけるミヤ

イリガイの棲息地は大別して 3つの型に牙ちうる。すな

わち， 1) 沼沢湿地帯および河床の草原湿地帯， 2) や

や大なる溝渠（クリーク〉の沿縁，および3) 水田の潅

獄用小溝渠の沿辺がそれである。

が，以上の棲息地のうち，古来よりの同員の本源的な

棲息地は，主として右の 1）に掲げた沼沢湿地帯および

河床の草原湿地帯であると考えられる。けだし既記のミ

ヤイリガイ棲息地を含む同貝の存在している地域の地形

を按ずるに，とれらはひとしく太古においては主として

沼沢湿地帯ないし之れに富んだ地形であったと推定され

る。その後本邦における農耕，とりわけ水田耕作の導入＊

とその発達ともに，これらの湿地帯は次第に開発されて

水田となり，その聞に潅概用溝渠，クリーク等が形成さ

れたものと推定される。しかるに水田は年間しばしば人

為的なその接息環境の撹乱〈たとえば耕転，田植え，除

草作業など〉，したがって同貝の好適棲息部位たる資格を

喪失し，岡県は逐次．その本源的な残存棲息地に存在す

るものは別として，かような撹乱の比較的稀な潅瓶用溝

渠の縁辺に限局されて，生存，繁殖し来ったものと察知

され，一方開拓が進捗するにつれて，その本源的棲息地

の面積は次第に狭少化し，したがってかかる溝渠の沿辺

がその主たる棲息地に転化し来ったものと想像される。

かような事情は，また山梨県における同貝の棲息地の

についても，同様に想定するととができる。山梨県にお

ける同貝の主たる棲息地は，現在てはやはり水田沿辺の

潅概用溝渠の沿辺てあるが，しかしたとえば，その木源

的棲息地とt思われる地域，二葉町上今井に存在する未開

発荒原の湿地帯には，現在ても同員の棲息が確認されて

＊本邦における稲作の導入は約 3.000～4.000年前

と考えられている．
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いる。かような状況より按ずるに，総じて本邦における

ミヤイリガイの本源的な棲息地は，当初は人為的なその

棲息場所の撹乱の存在しない未開発沼沢湿地帯ないし河

床の草原湿地帯であったととが一般に想定できるであろ

う。

2. 潅瓶用溝渠のコンクリート化の予防的意義

現在において，日本住血吸虫媒介者たるミヤイリガイ

の主たる棲息地が， かかる潅獅用溝渠の沿辺である以

上，同貝の撲滅対策としてのこれら溝渠のコンクリート

化は，当面緊急の同病予防対策としては，当を得たもの

であろう。けだしかかる溝渠沿辺の同貝よりの同病の感

染の危険が良業作業上もっとも切実かつ大なるものであ

るからである。

しかし，同病を根本的に駆逐するためのミヤイリガイ

の撲滅は，単に潅瓶用の全溝渠のコンクリート化のみを

もってしては，けっしてその徹底を期しがたい。何とな

れば，上掲1)ないしのの同貝棲息地，すなわち未開発草

原湿地帯，河床草原湿地帯，ないしクリ｝クの沿縁の棲

息地は，これらが「公共性に乏しい」との故をもって，

あるいは溝渠コンクリ｝ト化の直接対象となりえない故

をもって，そのまま放置されつつあるからである。

が，日本住血吸虫病撲滅の目的のためのミヤイリガイ

の徹底的な根絶は，上記溝渠のコンクリート化の進捗な

いし完成と同時に，上記の1）および2）の同員棲息地の環

境改変方策を行うべきととを根本的に必要とせしめる。

右に関しては， 1）の棲息地，すなわち未開発沼沢湿地

帯，河床の草原湿地帯等は， とれを綜合開発ないし干

拓等の対象となし，とれを同貝の根絶方策とからみ合せ

て行うととが，その根本方策であり，また2）のやや大な

るクリーク，小川等の沿辺の棲息地は，これら水流の両

沿岸をコンクリート目張り石垣化するなどの構想が考え

られる。た三しかような方策は，単なる厚生行政的見地

ばかりではなく， ？.k利農政的ないし国土開発的な広汎な

る見地よりして，その一環としてその実現を期すべきも

のであろう。

なお現在各県の岡県棲息地帯溝渠のコンクリート化

は， 「現在」同貝の棲息している地域の溝渠のみに局限

されている。しかしミヤイリガイ自体が，たとえその自

動的行動半径が僅少なるにもせよ，一面その他動的移動

〈たとえば水流等に依る〉をも考慮に入れ，現在の棲息

地域の周辺に，とれを囲む一定の「安全限界区域」を設

定し，との区域内の溝渠をもコンクリート化の予定範囲

に入れる方が合理的である。
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3. コンクリート化溝渠の管理とその監視の必要性 次のどとくである。

ミヤイリガイの棲息溝渠をコンクリ」ト化する目的 1) ミヤイリガイの棲息地は，現在本邦ては主として

は，一つには，その水流を順調ならしめるめでもあるが， 水田潅概溝渠の沿辺に局限されているが，その他，未開

他の一つの重要な理由は，その内部における泥上および 発草原沼地帯，河床草原湿地帯などもその好適棲息地と

草生を根絶して，もっと同貝の食料を不足たらしめ，か なっている。おそらくは後者が同貝の本源的な棲息地て

っとの産卵を不能たらしめることにある。 あろうと考えられる。

しかるに調査の結果によれば，その管理が不充分なる 2) 現在溝渠のコンクリート化は，主として潅瓶用の

結果として，あるいdコンクリート化構渠の底面に泥上 それに局限されているが，その他の同貝棲息地絶滅対策

が堆積し，あるいはその底面より各種の草生が認めら をも併せ考え，cれを実行に移すととが，同貝の撲滅対

れ， 士た，沿縁のコンクリート壁面に蘇苔類の活a生した 策としては根本的に必要である。

もの，壬の縁辺に上縁から草が水中に鹿い下っているも の既設のコンクリート化溝渠には，その管理状況が

のなど，その管理状況が明かに不適と思われるものが少 不適切で，とれが同貝の好適棲息地たる条件を再び具え

くない。 つつあるようなものが，少くない。既設コンクリート溝

か ：： うな状況は，たとえ溝渠をコンクリート化する 渠に対し，その管理基準を設け，その適正な状態の維持

も，その内面はふたたび同員の棲息可能な状態に転化さ を図るととが望ましい。

れていることを示すものであり，それではせっかく溝渠 本調査にさいして，種々御援助をいただいた佐賀，福

をコンクリート化した意義の大半は失われてしまう。 岡，広島，岡山および山梨の府県の衛生当局および現地

コンクリート溝渠の管理状況を概括するときは次のど の方々に深〈感謝の意を表する．

とくである。

イう溝渠内の水流が）定以上の流辿（大約 Q.4～0.5

m/sec）を保っている場合には，その状況は一般に比較

的良好てある。

ロ〉溝渠の壁面上端が周辺の地表よりやや高く構築さ

れているものは， をの状況は比較的良好であるO とれに

反して，

ノ＼〉溝渠が人家の聞を通っている場合，および道路に

接して存在する場合などにおいては，溝渠内に種々の物

が投げ乙まれ，または落ちとんで，その底面にそのまま

堆積している場合が多い。

ニ〉周辺の土表が溝渠壁面上部より高い場合には，周

土上表より土または草が溝渠内に落ちとみ，とれを不潔

化する可能性が大てある。

以上の所見を要約して案ずるに，溝渠のコンクリート

化の促進と同時に，かかる溝渠の運営上その管理基準を

設定し，これを励行せしめると同時に，何らかの方法に

よってその管理状況を監視する方策を構ずるととが強く

要求される。

まとめ

日木住血吸虫病の予防対策としての，ミヤイリガイ撲

誠と関連して，同員の棲息地，その主たる生棲地たる潅

概用溝渠のコンクリート化の進捗状況，コンクリート化

溝渠の管理状況などを調査した。その結果を要約すれば
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Summary 

A survey was made on the natural habitats of 
Oncomelania nosophora in Japan. At present the 
main habitats of this snail in Japan are on the moist 
margins of the irrigation ditches between rice paddies. 
Besides these, however, their habitats were found on 
the margin of kreeks, on the moist and grassy river 
beds and uncultivated swamps etc., among which the 
latter is considered to be the original habitat of these 
snails. As the land cultivation was promoted the 
snail lost its original habitat where was the most 
adequete for it to live and is considered to be confined 
to live on the margin of such irrigation ditches. 
In Japan the work of cementing such irrigation 

ditches is systematically promoted. But the present 
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situation of their administration were found in bad 

condition in several areas. Because the aim of 

cementing ditches is to anihirate the natural ha~~t.at 

of Oncomelania snails, they should be kept in good 

conditon with no mad and vegetation in them. 

For the eradication of Oncomelania snails, however, 

931 

only the comenting ditches is not enough because 

besides these the natural habitats other than irrigation 

ditches would be still exist. In n回 rfuture, therefore, 

their natural habitats other than irrigation ditches 

should be ecologically so changed as their situation 

shall allow no snails to live in. 

写真説明

図版 I. ミヤイリガイの本源的棲息地

1. 佐賀県鳥栖市西牟田の未開発沼沢湿地帯，通称

「柳原」地区遠望

2. 向上，近景

3. 山梨県二葉町上今井の未開発草原湿地帯（1），概

観

4. 向上 2），ミヤイリガイの棲息している場所の概

観

5. 佐賀県鳥栖市八反田の未開発草原湿地帯遠望，

人の立っている向うから堤防の際まで

6. 向上，近景

7. 山梨県若草村昭和飛地の湿地帯概観

8. 同，近景

図版 II. コミノクロート化溝渠の管理状況

1. 岡山県高屋町西代地区の溝渠， 水流宇中強し，

管理良好なるもの

2. 広島県神辺町地区のもの，溝渠の左側壁の上方

が之に接する畦面より 低いため，畔の草生が7J<
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面にまでおおいかぶさっている．管理中や不良

3. 福岡県久留米市小森野地区内のもの，底面には

泥土のたいせきあれ草が生えている．管理宇

中不良

4. 同久留米市合川地区のもの，道路に隣接，底面

には土砂たいせきあり．文種々の塵芥等が溝渠

内に投げとんである．管理不良

5. 佐賀県鳥栖市地区内のもの． 道路に隣接，溝渠

内には土塊その他が散乱している．管理不良

6. 広島県神辺町湯野地区のもの，底面には土砂た

いせき，水中にはタデ，セリ，エピモなどの草

生あり．又コユノクロート壁面には苔の叢生があ

る．管理不良

7. 広島県御幸地区のもの．底面には泥土のたいせ

きあり．エビモが水中に叢生している． カワ＝

ナが壁の71<際に棲息している．管理不良

8. 向上地区のもの，底面には泥土たいせきあり，

壁面にはカワニナの附着しているのか良〈見え

る．管理不良




